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1．概　要

ポストゲノム時代における新しいパラダイムと
して，バイオ研究のターゲットは遺伝子から細
胞・分子へと多様化し，個体間の遺伝情報や生化
学的メカニズムの解析等の分野が顕在化してい
る。一方，新薬開発がバイオ創薬，ゲノム創薬へ
と主軸を移すにつれて，医薬品開発コストの急
騰，臨床試験中の候補化合物が開発中止に追い込
まれるリスクの増大などにより，外部ノウハウの
有効活用による迅速，低コストの医薬品開発への
製薬企業のニーズは急速に高まっている。このよ
うな状況を反映して，オリゴ糖DNA，ゲノム・
SNP，タンパク質の受託製造を中心としていたバ
イオ受託市場においても，遺伝子から細胞，分子
への事業対象の拡大や合成・解析支援サービス等
への事業領域の拡大が進行し，多様化している。
バイオ受託市場は，年々競争が激化しており，
総合力あるいは強力な差別化ポイントのいずれか
を保有することが重要になっている。また，薬事
法の改正により製薬企業が受託企業等の品質管理
に責任をもつ体制に移行してからは，合成技術，
設備，コスト，開発スピード等に加え，受託企業
の品質管理体制への要求が厳しくなっている。
遺伝子治療では，ヒトゲノムに多くの遺伝子多
型が見つかり，疾患のかかりやすさ，体質・個体
差に遺伝子多型が影響することが解明されつつあ
る。現在では，各種の SNP解析サービス，遺伝
子発現サービスをはじめとする遺伝子受託解析
サービスが多くの企業によって提供されている。
また，2008 年 9 月 30 日に「ゲノム薬理学を利

用する医薬品の臨床試験の実施に関するQ & A」
（厚生労働省）により，新薬開発のための臨床試
験や市販後の臨床試験における被験者からの
DNAを直接採取・解析が認められた。テーラー
メイド医療のインフラが整備されるにつれ，
ファーマコゲノミクス関連事業に焦点を当ててさ
まざまなサービスを提供する企業の動きが活性化
する傾向にある。また解析サービスでは，タンパ
ク質を網羅的に解析するプロテオーム解析，細胞
の活動によって生じる特異的な分子（代謝物質）
を網羅的に解析するメタボローム解析など，解析
対象が広がりつつある。
抗体医薬は，多様な物質が存在する生体内で特
定の疾患原因物質のみに作用するので，副作用を
抑えながら有効性を持つ医薬品を開発することが
できる。抗体医療は次世代のバイオ医療として大
きな期待が寄せられており，ドイツのMorphoSys
社と提携して事業展開をはかるジーンフロンティ
アや純国産技術によるヒト抗体の開発を目指す北
海道大学発のベンチャー企業であるイーベックな
どが抗体製品やサービスを提供している。
再生医療では胚性幹細胞（ES細胞）や人工多
能性幹細胞（iPS 細胞）が注目されている。ES
細胞は，動物の発生初期段階である胚盤胞期の胚
の一部に属する内部細胞塊から作られる幹細胞株
で，その樹立のために受精卵ないしより発生が進
んだ胚盤胞までの初期胚が必要になるため，ヒト
の場合には倫理問題の対象となっていた。すでに
受精卵を破壊せずにES細胞を樹立する技術や発
生停止したヒトの胚から細胞を樹立する技術が海
外で開発されており，偶然にも 2007 年 11 月 27
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日に日米で同時に樹立する方法が発表された iPS
細胞とともに今後の展開が期待されている。
製薬企業の外部委託の活性化に伴い，薬物動態
試験受託サービスをはじめ創薬探索プロセスにお
ける受託ビジネスが多様化している。薬物動態試
験サービスは，包括的に受託する大手企業に加え
て，専門領域に特化してサービスを提供する企業
も多い。
2008 年 6 月には厚生労働省から「マイクロドー
ズ臨床試験の実施に関するガイダンス」が出され
た。これにより微量化合物をヒトに投与し，化合
物を測定することが可能になった。同年 10 月に
は理化学研究所神戸研究所に分子イメージングセ
ンターが設置され，日本においてもマイクロドー
ズ臨床試験への試みがスタートした。
受託ビジネスの多様化，競争激化に伴い，受託
サービス企業間の連携にも動きが現れている。例

えば，カイコとバキュロウイルスと組換え遺伝子
技術を組み合わせてタンパク質の生産を事業とし
ている片倉工業が結晶化技術を持つ創晶と提携し
てタンパク質の解析から生産までのワンストップ
サービスの提供をはかるなど，各社が得意とする
専門分野，専門技術を組み合わせて，競争力を高
めていく動きが今後顕在化していくと思われる。
また，2009 年 4 月 24 日には，大阪府がタンパク
質関連の相互の研究成果の活用や新たなビジネス
化支援等の促進を目的とする連携プロジェクト
「プロテインモール関西」の設立を発表した。

2．市場動向

2.1　受託合成サービス市場
2.1.1　組換え遺伝子タンパク質受託生産
タンパク質系医薬品の増加によるタンパク質製
造需要の増大に対して，旭硝子は千葉工場に
3,000 L の培養槽を備えたプラントを新たに開設し
た。これにより，横浜にある中央研究所とあわせ
て同社の商業用タンパク質受託製造体制は大幅に
強化された。同社の基盤技術は分裂酵母 Spombe
をベースとしたASPEX（分裂酵母利用製造シス
テム）で，今後同社では cGMP対応設備により，
タンパク質のプロセス開発から大規模受託製造ま
で一連の受注サービスを拡大していく。
日本農産工業は，昆虫細胞，哺乳動物細胞を使
用したタンパク質生産，DNA免疫を用いた抗体
生産を手がけている。同社では昆虫細胞を用い
て，大量のタンパク質を発現できる組換え技術で
あるAcNPV技術を持つ Protein Science 社と提
携して，大学や製薬会社などから新薬の原料とな
るタンパク質や新薬の機能の対象となるタンパク
質の生産を受託している。また，同社では昆虫細
胞を使ったタンパク質発現サービスを提供してい
る。同社のBac Xpress Basic は，昆虫細胞およ
びバキュロウイルスを用いて目的タンパク質に応
じた発現条件の最適化までを網羅するサービス
で，発現に同社特有の expresSF＋細胞を使用し，
トランスベクターの作成から少量のタンパク質生
産を行っている。

表 1　バイオ受託市場の主要な動き

1）バイオ受託市場環境の推移
・ バイオ研究の対象の拡大→遺伝子から，細胞・分
子へ
・ テーラーメイド医療化研究の進展→個体間の遺伝
情報や生化学的メカニズム解析へ
・ 医薬品開発コストの増大，臨床試験前の候補化合
物の薬物動態試験の重要性の高まりと外部委託
ニーズの顕在化
　⇒　 解析，合成など受託サービスへのニーズの多

様化と新たな市場の顕在化
2）規制緩和の進展によるインフラの整備
・ 「マクロドーズ臨床試験の実施に関するガイダン
ス」（2008 年 6 月，厚生労働省）
　⇒　低分子化合物におけるMD試験が可能になる
・ 「ゲノム薬理学を利用する医薬品の臨床試験の実施
に関するQ & A」（2008 年 9 月，厚生労働省）

　⇒　 新薬開発中の臨床試験や市販後の臨床試験に
おいて被験者からDNAを採取して遺伝型を
解析することが可能になる

3）受託企業間の連携が進む
・ 組換え遺伝子タンパク質の生産を行う片倉工業が
結晶化，構造解析サービスを行う創晶と業務提携
（2008 年 4 月）
・ 大阪府による「プロテインモール関西」プロジェ
クトの発足（2009 年 4 月発表）
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片倉工業の「Kaiko Express」は，カイコとカ
イコに感染するバキュロウイルス，組換え遺伝子
技術を組み合わせたタンパク質合成サービスで，
タンパク質をmg単位でオーダーできる。バキュ
ロウイルスを用いた生産系では天然型とほぼ同様
の翻訳後修飾が起こることが知られており，高効
率で，天然型と同等の活性を有するタンパク質を
得ることができる。システインプロテアーゼ遺伝
子を欠損したウイルス（CPd）株を開発して目的
タンパク質の分解を防止し，生産性を大幅に向上
した。同社のサービスはすでに 1,500 を超える受
注実績を持っている。
2.1.2　ペプチド受託生産
クラボウは，オーストラリア，ミモトーブス社
の独自技術「マルチピンテクノロジー」により合
成された受託合成ライブラリー PepSets を提供し
ている。マルチピンテクノロジーは，96 穴プレー
トと対をなすブロックに据え付けられたポリエチ
レン製の「ピン」の上でペプチドを同時合成する
技術で，安価なことから少量で多種類のペプチド
合成に適している。
ペプチド医薬品は抗体医薬品に代表されるタン
パク質医薬品や低分子医薬品と比べて効果的にタ
ンパク質間の相互作用を阻害することが可能で，
次世代の医薬品形態として注目を集めている。東
京農工大学発のベンチャーである JITSUBOが開

発したMolecularHiving 技術は，ペプチドのよう
な中程度の分子量の化合物を構造変換させ薬理パ
ラメーターを最適化させる技術で，同社ではペプ
チド類縁化合物の効率的な合成・分離技術を確立
し，共同開発契約ベースで開発受託を行っている。
2.1.3　抗体作製サービス
抗体医薬はがん細胞などの標的細胞だけに結合
するという抗体本来の性質を利用して疾病関連因
子となるタンパク質を特異的に攻撃することがで
き，副作用のより少ない画期的な治療効果が得ら
れることから世界的な抗体医薬開発競争が起こっ
ている。ジーンフロンティアが提供する「抗体職
人」は，ファージディスプレイ法によるカスタム
モノクローナル抗体作製サービスで，動物免疫で
は不可能な抗体を作製し提供している。同サービ
スではドイツMorphoSys 社が保有する 150 億種
類の抗体からなるファージディスプレイのライブ
ラリーからアフィニティー選択で目的の特異性を
持った抗体をスクリーニングすることから，動物
を使わずに狙った抗体を作成できる。ヒト抗体の
ライブラリーであるため，ヒト化操作が不要で抗
体医薬での活用が期待されている。

2.2　受託解析サービス市場
2.2.1　遺伝子解析サービス
ファーマコゲノミクスの基盤となる SNP解析

表 2　受託合成サービスの主な製品

製品・サービス 提供企業 概　　　要 価　　　格

Bac Xpress Basic 日本農産工業 昆虫細胞およびバキュロウイルスを用い
て目的タンパク質に応じた発現条件の最
適化までをトータルに網羅するサービス

80 万円

Kaiko Express 片倉工業 カイコおよびバキュロウイルスによるタ
ンパク質の生産・精製サービス

タンパク質の生産…29 万 4,000 円
（トランスファーベクタ費用を除く）
タンパク質の精製 26 万 7,000 円～

PepSets クラボウ 「マルチピンテクノロジー」技術により合
成された受託合成ライブラリーサービス

価格例：
94 本合成・MS分析なし
標準価格 69 万 8,000 円

抗体職人 ジーンフロン
ティア

ファージディスプレイ法によるカスタム
モノクローナル抗体作製サービス

150 万円
（抗原 1つにつき）
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サービスでは，米国で現在遺伝子診断のスタン
ダードとしての地位を確立しているTWT（Third 
Wave Technologies）社の InvaderⓇ法を使用し，
大手検査センターBMLなどが受託解析サービス
を行っている。日本法人のサードウェイブジャパ
ン（TWJ）は，薬物反応遺伝子，疾患関連遺伝子
などの診断薬の開発・販売を行っている。InvaderⓇ   

法は，試薬を混ぜたら一定温度でインキュベート
し，汎用の蛍光プレートリーダーで蛍光シグナル
を測定するだけで高精度な遺伝子解析が行えるた
め，PCRによる遺伝子増幅を基本的には必要とし
ない。ハイブリダイゼーションだけに頼らずター
ゲット配列近傍で形成されるDNA鎖の立体構造
も含めて判別するためターゲット配列近傍のホモ
ロジーが高くても，99.9％以上という優れた特異
性を得ることが可能で，薬物代謝酵素CYP450
のような複雑な遺伝子群でも確実に解析できると
いう特色がある。多数の大手臨床検査会社におい
て遺伝子型判別検査に使用されているほか，国際
HapMap プロジェクトやオーダーメイド医療化
プロジェクトなどで使用され，先端的なバイオメ
ディカル領域に欠かせない技術として注目を集め
ている。
独立行政法人産業技術総合研究所と日鉄環境エ
ンジニアリングとの共同研究から開発された遺伝
子検出技術であるQP法の実施権を持つ J‒Bio21
は，グアニンによる蛍光消光現象（quenching 
phenomenon）を利用して目的遺伝子を特異的に
検出する SNP受託解析サービスを提供している。
QP法では，一塩基の違いをQProbe と増幅産物
の結合力の違いによる温度差から識別することに
より SNPタイピングを行う。作業工程がDNA
サンプル，QProbe，PCR反応試薬を混合して装
置にセットするという 1作業工程で構成されてい
るので，簡単，迅速，正確な解析が可能である。
1 SNPのタイピングに必要なプローブは，1種類
の蛍光色素を標識したプローブが 1本のみであ
り，QProbe 1 本で数百～数千反応に使えるので，
多検体で同じタイピングをする場合は非常に安い
コストを実現できる。また，異なる波長のQProbe

を用いて 1反応で 2～3 SNP の同時判定が可能で
あり，ルーチン分析に高い適合性を保有している。
2.2.2　プロテオーム解析サービス
グラクソ・スミスクライン筑波研究所のプロテ
オミクス研究グループによって設立されたメディ
カル・プロテオスコープは，i‒OPALⓇ法という
同社独自の技術を用いてプロテオーム解析サービ
スを提供するプロテオーム解析に特化するベン
チャー企業である。i‒OPALⓇ法は，副作用が起
きた患者と起きなかった患者の血液を比較分析す
ることによりタンパク質を検出する手法で，1 ml
あたり 10 ピコモル程度の微量タンパク質まで検
出できる。同社ではこの技術を使用して，抗がん
剤「イレッサ」の副作用についてアストラゼネカ
社との共同研究に取り組んでいる。
2.2.3　メタボローム解析サービス
慶應義塾大学発のベンチャー企業であるヒュー
マン・メタボローム・テクノロジーズ（HMT）
は，細胞内に数万種類以上あるという代謝物質
（メタボローム）を短時間で一斉に測定する独自技
術CE‒MS法を保有する企業である。CE‒MS法
は，代謝物質のほとんどがイオン性の低分子であ
ることに注目し，イオン性低分子の測定に適した
キャピラリー電気泳動（Capillary Electrophore-
sis；CE）と質量分析計（Mass Spectrometry；
MS）を組み合わせた分析技術を基盤技術として
いる。メタボロミクスは，製薬における疾患バイ
オマーカーや有効性・安全性の高いバイオマー
カー探索への応用が可能なほか，他のオミクス解
析よりも表現型に近く化合物間の差を解析できる
ので，診断のターゲットとなる疾患バイオマー
カーを探索するメタボロームプロファイル，生活
習慣の改善や治療効果の確認などへの応用も期待
できる。また，発酵，植物化学等他の研究領域へ
の応用範囲が広い。同社では，メタボロミクス研
究のリーディングカンパニーとして製薬企業との
共同研究を通じて，バイオマーカー探索，ター
ゲットの有効性評価，リード化合物の最適化，候
補薬物の効果および毒性の評価等創薬事業の各種
フェーズに対する支援サービスを提供している。
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メタボローム解析サービスの問題点は，DNA
マイクロアレイ解析等の受託サービスと比べ高価
な点にあったが，2009 年 1 月，同社はユーザー
ニーズの高い基本的なメタボローム解析に焦点を
絞り込み，パッケージ化することで解析工程の最
適化・自動化を進め，従来の 5分の 1でサービス
を提供するベーシックプランを発表した。これに
より，マイクロアレイ解析とほぼ同じ価格レベル
で解析サービスの提供が可能になり，今後の発展
が期待されている。
2.2.4　糖鎖解析サービス
ヒトのほとんどのタンパク質は糖タンパク質と
して存在しており，生命現象はタンパク質の機能
だけでは説明がつかないことが多い。受精や細胞
の分化，大腸菌のO‒157 のベト毒素にも糖鎖が
関係しており，生命現象の動的な部分に第三の生
体高分子といわれる糖鎖が帰納していることが解
明されつつある。糖鎖の自由に合成できる技術は
いまだ獲得されていないが，構造の明確な糖鎖を
供給する技術を開発するために，糖鎖の構造・機
能を解析する研究の進展が待たれている。
光の総合メーカーモリテックスのグライコミク
ス部門であるグライコミクス研究所は，2009 年 3
月 19 日に同社も出資して設立されるGPバイオ

サイエンスに事業譲渡が発表された。同研究所で
は糖鎖プロファイリングシステムのために特別に
デザインされた高速・高感度なスキャナーである
GlycoStation，167 種のレクチンから厳選した 45
種のレクチンとのアフィニティーを測定すること
ができる LecChip，GlycoStation 専用の糖鎖構造
解析ソフトウェアであるGlycoAnalyser を用い
た糖鎖プロファイリングの解析サポートまでを行
う受託解析サービスを展開している。同技術は産
業技術総合研究所糖鎖工学研究センターと共同で
実用化された技術で，GPバイオサイエンスによ
り引き続いて提供されている。

2.3　その他受託サービス
積水メディカルは，薬物動態試験，スクリーニ
ング試験，薬理試験，安全性試験等を総合的に提
供する国内のトップ企業である。同社では標準化
合物，非標準化合物を用いた，in vivo での試験
サービスを受託するほか，in vitro で CYP分子
種の推定・阻害試験，トランスポーター試験，各
種動物間での比較代謝試験等を包括的に提供して
いる。
RCAS（Nuclear Receptor Cofactor Assay 
System：核内受容体・コファクターアッセイシ

表 3　受託解析サービスの主な製品

製品・サービス 提供企業 概　　　要 価　　　格

InvaderⓇ法試薬 サードウェイブ
ジャパン

遺伝子診断薬の開発・販売
・薬物反応関連遺伝子
・疾患関連遺伝子
・動植物品種選定
・感染症

125 反応：40 万円
500 反応：100 万円

SNPタイピング J‒Bio21 QP 法によるレディーメイド，カス
タムメイドによる SNPタイピング

DNA抽出：3,000 円／1検体
SNPタイピング基本料金：23 万円
～／1 SNP
SNP タイピング分析料金：1,500
円／1検体・1 SNP

イ ン ベ ー ダ ー
UGT1A1 アッセイ

積水メディカル UGT1A1 遺伝子多型判定試薬 90 万円／50 回用（希望納入価）

GlycoStation GP バイオサイ
エンス

糖タンパクの糖鎖プロファイリン
グおよびサンプル間の糖鎖部分構
造の解析サービス

21 万円／サンプル
（タンパク定量以後の標準価格）
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ステム）は，96 穴マイクロタイタープレート上
に固定化したコファクター（コアクチベータ，コ
リプレッサー）とさらに結合して生成するリガン
ド・受容体・コファクター複合体の生成量を測定
するアッセイ法で，エンバイオテック・ラボラト
リーズによって開発された。RCASは核内受容体
に関連する有用物質探索をサブタイプ選択性やコ
ファクターによる組織特異的な作用を考慮したス
クリーニングを 系で可能にし，主に生活
習慣病をターゲットとした核内受容体・コファク
ターをラインナップしている。同社は 2009 年 4
月 1 日，バイオ関連事業を藤倉化成に事業譲渡，
RCAS受託サービスの実施は積水メディカルに
移管されている。
トランスポーター試験は，受託試験とキット販
売で構成され，積水メディカル，ジェノメンブレ
ンなどからサービスが提供されている。トランス
ポーターは，生体膜に存在する膜タンパク質の一
種であり，本来は糖，アミノ酸などの栄養物質や
ホルモンなどの生理活性物質を細胞内外に輸送す
る働きを持つ。サイケンではトランスポーター群
が薬剤の体内への取り込みや排出などに重要な働
きをすることが解明されつつあり，CYP450 に次
ぐ解析対象となりつつある。薬剤排出型ABCト
ランスポーター，薬剤吸収型トランスポーターの
受託サービスや機能解析試薬キットを事業の支柱
として展開している東京工業大学発のベンチャー
企業であるジェノメンブレンは，米国，韓国，中
国等への積極的な展開をはかるとともに，ヒト
MDR1 遺伝子の発現量に影響を与える転写制御
領域の遺伝子多型解析について独占的実施権を受
け，事業の拡大をはかっている。

3．市場規模

受託合成市場の市場規模は，抗体医療やタンパ
ク質医薬品の増加に伴い拡大基調にある。中心は
遺伝子組換えタンパク質であり，市場は 60 億円
弱に達しているものと思われる。その中で約 20％
が研究用途と推測され，10～15 億円程度と考えら
れる。一方，受託解析市場はタンパク質受託解析

に伸び悩みがみられるものの，全体としては漸増
基調にある。遺伝子受託解析が 70～80 億円，タ
ンパク質解析が 20～30 億円程度の市場に達して
いると思われる。薬物動態試験受託サービスは製
薬企業，研究所等の外部委託に伴い増加してい
る。100 億円市場までは達していないものの 80～
90 億円レベルに達していると推測される。

4．企業動向

4.1　片倉工業
カイコとバキュロウイルスを用いたタンパク質
生産サービス「Kaiko Express」を提供する片倉
工業は，レーザー照射による結晶化サービスに強
みを持つ創晶と提携して，自社が受注窓口となっ
てタンパク質の生産・精製から結晶化構造解析ま
でを一括受託するサービスを開始している。同社
が受注し，生産・精製したタンパク質を創晶が持
つ先端的な結晶化技術を用いて結晶化し，創晶が
提携する光学機器メーカー，リガクの子会社の
ファルマアクセスの最新鋭のX線回析装置によ
るタンパク質結晶構造解析を組み合わせること
で，短期間，低コストでの創薬支援を行っていく
というもので，創晶にとってはタンパク質の生
産・精製設備を持たない中堅製薬企業からの受託
拡大，片倉工業にとっては自社ビジネスの付加価
値拡大に結びつく。同社ではこのほかにもジーン
フロンティア，バイオマトリクス研究所，医学生
物学研究所などとの提携による抗体作製サービス
を展開している。また，感染症の流行などによる
原料調達への影響が懸念されている動物由来の血
液凝固検査試薬を開発しているシスメックスの遺
伝子組換え技術と同社のカイコによる遺伝子組換
えタンパク質量産技術を組み合わせて，従来の 3
分の 1の 10 日間で原料調達を可能にするなど，
積極的に企業間連携を模索している。

4.2　メディビックグループ
メディビックグループは，バイオマーカー創薬
支援，テーラーメイド健康管理支援創薬，投資事
業を展開しており，ファーマコゲノミクスを基盤
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とする事業に経営資源を集中する体制に移行して
いる。中でも中核的事業である臨床試験支援サー
ビスでは，「PGx トータルソリューションサービ
ス」として，臨床試験の戦略・企画の構築から，
検体の収集・輸送，臨床試験施設への支援，財団
法人先端医療振興財団臨床研究情報センター
（TRI：神戸市）との共同事業である検体保管，
匿名化システム，データ解析支援サービス，ド
キュメント作成などをGLP基準に準拠させて
トータルに提供している。また，2008 年に開始
したテーラーメイド健康管理支援事業「DNAプ
ライベートバンク」サービスはビジネス向けに構
築している高度な事業基盤を活用し，医療機関と
連携して個人の体質に合わせた最適な予防や健康
管理を支援するための製品やサービスを提供して
いる。バイオマーカー支援サービスでは米国の
PPD Biomarker Discovery Science 社と提携して
プロテオーム，メタボローム，ペプチドーム解析
サービスを提供するほか，DNA2.0 社との提携に
よる遺伝子構成受託サービス等を提供している。

4.3　積水メディカル
2008 年第一化学薬品と積水化学のメディカル
事業部が事業統合して積水メディカルが設立され
た。同社では，事業を検査，医療の 2部門，4事
業分野（検査薬，検査用具，医薬，薬物動態）に

再編して経営資源を集中し，グローバルメディカ
ルカンパニーを目指している。検査部門では検査
薬，専用分析装置の製品ラインナップの充実をは
かり国内シェアNo.1 を目指すほか，受託ビジネ
スである医療部門ではキラル（化合物）合成技術
の強化を通じた医薬原体事業の拡大をはかってい
く。また，すでに薬物動態試験，スクリーニング
試験，薬理試験，安全性試験等を総合的に提供し，
国内トップ企業の地位を確立している薬物動態事
業では，ヒト型肝細胞を取り込んだキメラマウス
を用いた薬物動態試験の本格的な受託を開始し
た。さらに，2008 年には米国の 試験受託
機関であるXeno tech 社を買収，また，国内では
エンバイオテック・ラボラトリーズが開発した
RCASを用いた GLPに基づく受託サービスを開
始するなど積極的に事業の強化をはかっている。
さらに，10 月にはヒト遺伝子多型を判定する体
外診断用医薬品「インベーダーUGT1A1 アッセ
イ」が日本ではじめて保険適用され，実用化への
第一歩を踏み出した。この診断薬は，サードウェ
イブ社の Invader 法を原理とするUDPグルクロ
ン酸転移酵素の分子種の 1つであるUGT1A1 遺
伝子多型のうち，UGT1A1＊28 と UGT1A1＊6
を判定するキットで，抗がん剤「塩酸イリノテカ
ン」の副作用発現の可能性の予測が可能になり，
テーラーメイド医療への貢献が期待されている。

◇　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◇

◇　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　◇


	09バイオインダストリー8月号_80
	09バイオインダストリー8月号_81
	09バイオインダストリー8月号_82
	09バイオインダストリー8月号_83
	09バイオインダストリー8月号_84
	09バイオインダストリー8月号_85改
	09バイオインダストリー8月号_87改

